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8．甲状腺腫瘍のタリウムシンチグラフィの再評価
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　99mTcあるいは1231による甲状腺シンチグラフィで

cold　noduleを示し，　T1シンチグラフィを施行され，細

胞診または手術において組織学的確定診断がなされた

70症例について検討した．T1シンチグラフィでearly

scanとdelayed　scanを併用し，　delayed　scanでの集積

が正常甲状腺より強いものを悪性とした場合，sensitivi・

ty　75．0％，　specificity　86．8％，　accuracy　81．4％と高い正

診率が得られた．悪性でTl集積が見られなかったもの

が2例，良性で強いT1集積が見られたものが5例あっ

た．その7例について，組織学的検討を加え考察した．

9・甲状腺シンチグラフィ（1231，201TICI，99mTcO4“’）

　　にて興味ある像を呈した嚢胞性甲状腺腺腫の1例
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　症例は，58歳女性．主訴は右頸部の腫脹．US，　X

線CTで右甲状腺下極に3cm弱の嚢胞性腫瘤を認め，

充実性成分や壁の不整を認めず，出血等の変化により強

い嚢胞性変化をきたした甲状腺腺腫あるいは腺腫様甲状

腺腫と診断した．Tcおよび1シンチグラフィでは，予想

に反し腫瘍はhot　noduleとなり，非腫瘍部の軽度の集

積低下を認め，きわめて稀なautonomous　functioning

cystic　adenomaを疑った．なお腫瘍はT1シンチでは

warm　noduleとなっていた．手術により，嚢胞性変化

の強い濾胞状甲状腺腫と確診され，免疫組織化学法で腫

瘍のホルモン分泌能の存在が示唆された．

10．各種シンチグラフィが術前に施行された副甲状腺癌

　　の1例
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　原発性副甲状腺機能充進症の原因として副甲状腺癌は

稀であるが，今回われわれは術前に各種シンチグラフィ

を施行できた症例を経験したので報告した．症例は35

歳男性で，多尿，口渇が主訴であった．高Ca血症があ

り，尿崩症も疑われ，US，　CTにて甲状腺または副甲状

腺の腫瘤を指摘され，201T1－99mTcサブトラクションシ

ンチグラフィおよび67Gaシンチグラフィを施行した．

201Tl・99MTcシンチでは甲状腺右葉下極付近に早期像，

後期像ともに高集積がみられ，67Gaシンチでも同様に

高集積がみられ，症状も考慮に入れ副甲状腺癌を強く疑

い摘出手術を行った．67Gaシンチが副甲状腺腫瘤の良

悪性の鑑別に有用ではないかと思われた．

11．1231－IMP肺シンチグラフィを施行した肺原発悪性

　　リンパ腫の2例
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　肺原発悪性リンパ腫の2例に1231－IMP肺シンチグ

ラフィを施行した．2症例ともに胸写やCT像はair

bronchogramを伴い緩徐な増大傾向を示す病変を有し，

無気肺や難治性肺炎，結核などの炎症性病変も考え得る

所見を呈していた．しかし1231－IMP肺シンチグラフィ

の遅延像（24時間後）上，無気肺や炎症性病変が示すよ

うな病変部への異常集積は認められず，正常肺組織を置

換する病巣である腫瘍性病変を示唆するものとして

1231・IMP肺シンチグラフィは鑑別診断上，有用であった．
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